
2012 年 大阪大学 1  Ⅲ  (問 8 はなしに？) 

 

解法：｢観測者に見える重力(下向き)｣を考える 

 

 加速度運動する物体に乗ると慣性力が働くため、観測者には次のように見える。 

 

    (例) 

        慣性力 mα            加速度 α 

     

                         重力 mg 

                         
                     
                  mα 

 

 

 

 

      m�𝜶𝟐＋𝒈𝟐              mg 

       観測者から見た重力(実際の重力＋慣性力) 

  ｢観測者から見た重力｣の向きが｢観測者から見た下向き｣になるので、 

観測者からは次のように見えている。 
 

 

             糸の張力 
                     

 

             見かけの重力 
 

                            観測者から見た水平線 
                 

観測者から見た下向き 

つりあっているので、小球は静止 



問 6 台車に乗った観測者には、次のように見える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   よって、α ＝ g tanθ 

 

問 7 問 6 より、見かけの重力加速度の大きさ ＝ g�1＋tan2𝜃  ＝ 
 𝑔 

 𝑐𝑜𝑠𝜃 
 

   よって、台車に乗った人から見た力学的エネルギー保存則を書くと 

     m･
 𝑔 

 𝑐𝑜𝑠𝜃 
･(H－h)(cosθ－sinθ) ＝ 

 1 
 2 

 m𝑉2 

    (重力加速度も、小物体の速度 V も、台車に乗った人から見た値を用いる) 

     

 

 

 

 

 

 

 

   これを解いて V ＝ �2𝑔(𝐻 − ℎ)(1− tan𝜃) 

θ 

重力 mg 

慣性力 mα 

観測者に見える重力 

垂直抗力 

見かけの重力 

見かけの下向き 

θ θ 

H－h 

(H－h)(cosθ－sinθ) 

V 



問 8 台上から見ると 

 

 

 

 

 

 

   小物体と台車は弾性衝突をするので、上下方向の運動について考えると 
 

 

 

 

 

 

 

   ということは、左右方向の運動について考えると 
 

 

 

 

 

   つまり、小物体は台車面に垂直に衝突することが分かる。 

 

   これらのことから、 

小物体が飛び出してから台車面に衝突するまでの時間を t とすると 

       
 1 
 2 

 g 𝑡2 ＝ ℎ  よって  t ＝ � 2ℎ 
 𝑔 

 

   また、𝑉0 －𝛼𝑡 ＝ 0    

よって 𝑉0 ＝ 𝛼� 2ℎ 
 𝑔  

   𝑉1は𝑉0と等しいので、𝑉1 R ＝α� 2ℎ 
 𝑔 

 

加速度 α 

加速度 g 

同じ速さ 

同じ時間 

加速度 α 

同じ時間 

衝突のタイミング 

V0 


